
授業科目 論理国語 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） 3学年 特進 単位数 3単位 

授業内容 

〇近現代の論理的な文章を読解し、的確な言葉を用いて考えを表現する。 

・漢字や語彙などの基本的な知識、背景知識を習得し、読解に活用する。 

・具体的事例と筆者の意見、因果関係や対比構造など論理の展開を理解して 

内容を把握し、筆者の主張・要旨を読み取る（読解のスキルを高める） 

・社会的な話題の文章を読んだり、資料を活用したりして、得た情報をもとに 

自らの主張を再構築し、言葉で表現するトレーニングを積み上げる（思考力・表

現力の強化・向上）。 

・文章記述や発表、議論を通して考えを表現し合い、また人の意見を理解し、 

お互いの考えを深め合う（ペアワーク・グループワーク）。 

  ・大学入試の問題を意識して記述力、共通テスト対策のアウトプット演習を行う。 

到達目標 

・論理的文章を正確に読解する力を身につけている。そのための要約力・質問力・明確

化・予測などの方略を修得できている。 

・自分の考えを論理的に表現することができる。そのために書くこと・話すことを積極

的にできる態度を 1年間で向上させている。   

・ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする、自らのキ

ャリアについて授業を通じて考えるなどの態度を 1年間で向上させている。 

・自らが考えて、言語運用能力を高める、読解スキルを向上させるなど主体的に学習す

る態度と、仲間と協力する・読書や ICTを利用しての対話的な学習を行えるようにな

っている。 

評価方法 

① 「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」 

の３つの観点から評価する。①については定期考査、小テストの結果で評価。加えて、自

主的な学習を評価に加える。②については定期考査（記述問題）と課題の内容で評価。課

題を積極的に行うことで思考力・表現力を高めることも加点対象とする。③はリフレクシ

ョンシート（授業ごとに提出）の内容を精査し、また授業への取り組む姿勢、ペア・グル

ープ活動での貢献度、課題やノート等の提出状況で評価する。特に、リフレクションシー

トにおける自己評価、相互評価を重視し、評価活動によって主体性を高めることを目標と

する。 

 

使用教材 

教科書   「精選論理国語」（東京書籍）漢字・語彙力（授業にて指示）（昨年から継続） 

副教材  「新共通テスト対策 決戦現代文完答 22+6」（尚文出版） 

     「共通テスト対策 実力完成 直前演習 2026」（進研） 

その他 

大切なのは教科書や教材の内容を覚えることではなく、授業を通じて語彙力、背景知識を

増やし、表現力、思考力、判断力などの言語運用能力と読解スキルを高めることです。そ

れが「生きる力」をつけ、人生を考える基礎力を向上させます。また、この授業は大学入

試のための実践力を向上させることに繋がります。教材についてはみなさんの習熟状況

に応じて修正する可能性があること、投げ込みの教材を使用することを付記します。 

 

 

 

 

 



 



授業科目         文学国語 2025度 

国語科シラバス 学年（コース） ３学年 特進 文系 単位数 ２ 

授業内容 

○実践的な語彙力を身につけるとともに、文章の読み方を理解し、読解に活用

する。 

○文学的文章の読解を通して、時代背景・思想・心情理解につなげる。 

○話者や登場人物の心理から、他者としての登場人物の生き方、考え方を多角

的に読み取り、自らの生き方を見つめる材料とする。 

○短詩形文学の学習を通して、様々な修辞技法を学びその使用意図を理解する

とともに、自分の表現に活用することを学ぶ。 

○主題の読み方・解答の作り方を理解し、入試問題の実践的な演習を行う。 

到達目標 

○小説を正確に読解する力を身につける。 

○自分の考えを論理的に表現する力を伸ばす。 

○ものの見方や考え方を深めるとともに、人と理解し合い人生を豊かにする 

態度を養う。 

○入試問題に対応できる力を身につける。 

評価方法 

定期考査・課題の提出・ノート点検・日常の授業での取り組む姿勢などを通し、

知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性の観点から総合的に評価する。 

使用教材 

教科書 「文学国語」（東京書籍） 

副教材 「＜改訂版＞共通テスト対策 現代文完答２２」（尚文出版） 

 

その他 

○現代文の読解の根幹となる知識（常用漢字・抽象的概念語句・用語）の運用

の確認をしながら、「読む」ことを習慣化させる。 

 

 

●授業進度表（文学国語 ３年 特進） 
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授業科目 古典探究 
2025年度 

国語科シラバス 学年（コース） ３学年 特進 単位数 
文系 ３ 

理系 ２ 

授業内容 

＜古文＞ 

〇古文の基礎知識を定着させ、それを活用して読解する。 

古文単語、古典文法（助詞・助動詞・敬語・識別・和歌の知識）、古文常識など。 

〇和歌の修辞を理解し、和歌に詠まれた心情や情景を理解する。 

〇日記を読み、作者の心情を捉え、人間性や生き方を自分なりに考える。 

〇複数の作品を比較しそれぞれの主張を整理し、それに対する自分の考えを表現する。         

＜漢文＞ 

〇漢文の基礎知識を定着させ、それを活用して読解する。 

訓読の決まり・句法・漢文常識語など。 

〇描かれている時代背景を知り、人々の思想や生き方を知る。 

〇様々な作品の読解を通して、文章の内容や筆者の主張を理解する。 

〇共通テストや大学入試過去問題などによる問題演習 

到達目標 

〇古文・漢文の知識を理解・習得し、読解する能力を身につける。 

〇入試問題に対応できる力を習得する。 

〇古典の読解を通して、時代背景や当時の人々の生き方・価値観を知り、           

自己のものの見方や感じ方を広く豊かにする。 

評価方法 

①「知識・技能」、②「思考力・判断力・表現力」、③「主体的に学習に取り組む態度」

の３つの観点から評価する。 

具体的には、定期考査を中心に、課題点検テスト・小テスト・課題の提出状況・日常

の授業への取り組む態度や成果、グループ活動への参加態度・振り返りシートの内容な

どをもとに、総合的に評価する。 

使用教材 

教科書 「精選古典探究 古文編」 （東京書籍） 

「精選古典探究 漢文編」 （東京書籍） 

副教材 「マスター古典３ 三訂版」（啓隆社） 

「共通テスト対策 古典完答 22」（尚文出版） 

「共通テスト対策 実力養成直前演習国語 2026」（進研学参） 

※「古文単語 330」（いいずな書店） 

「新修古典文法」「新修古典文法ドリル編」（京都書房）、 

「新明説漢文」「新明説漢文ノート」（尚文出版）は継続使用 

その他 

１学期は教科書を使用し、演習をする。 

２学期からは主に共通テスト対策を行う。 

文系は私大・記述対策も並行して行う。 

●授業進度表（３年特進 古典探究） 
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授業科目 地理探究 ２０２５年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ３学年 特進（理系） 単位数 ２ 

授業内容 

・教科書を中心に，資料や図表などを適時使用し，関心・意欲を持ち，社会的

事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題追究・解決する活動を行う。ま

た入試問題にも触れていく。 

・第 1部 現代世界の系統地理的考察 

  第３章 交通・通信と観光、資源 

  第４章 人口、村落・都市 

・第２部 現代世界の地誌的考察 

  第 1章 現代世界の地域区分 

  第 2章 現代世界の諸地域 

到達目標 

・系統地理に関して身に付けた基礎知識をもとに、地理的事象について説明す

ることができる。 

・地図や統計データから必要な情報を読み取ることができる。 

・学習した知識を社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、現代社会が抱

える諸課題について，その原因を地理的な視点から考察できる。 

・日本の風土や文化について，地理的な視点から理解し，日本の特徴について

説明できる。 

・現代世界の抱える諸課題について，当事者意識をもってその解決の方法につ

いて考察することができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：新詳地理探究（帝国書院） 新詳高等地図（帝国書院） 

副教材：新詳地理資料 COMPLETE2024（帝国書院）  

サクシード地理 新課程版（啓隆社） 

ウイニングコンパス 地理の整理と演習 2025 （東京法令出版） 

2025 データブック オブ・ザ・ワールド（二宮書店） 

‘25新地理要点ノート （啓隆社） 

その他  

 

●授業進度表 
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授業科目 日本史探究 ２０２５年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ３学年 特進 単位数 4 

授業内容 

・近現代を中心に教科書を中心に，資料や図表，歴史地図などを適時使用し，関心・意欲を持ち，

東アジア地域及び欧米諸国に視点を置き，戦争や産業を中心として歴史的背景を踏まえながら日

本の歴史を学習する。また入試問題にも触れていく。 

・第Ⅲ部 近世 

  第10章 幕藩体制の動揺 

・第Ⅳ部 近代・現代 

  第11章 近世から現代へ 

  第12章 近代国家の成立 

  第13章 近代国家の展開 

  第14章 近代の産業と生活 

  第15章 恐慌と第二次世界大戦 

  第16章 占領下の日本 

  第17章 高度成長の時代 

  第18章 動揺する世界と日本 

到達目標 

・現在起こっている社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりす

ることができる。 

・広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の

有為な形成者に必要な資質・能力を身につける。 

・資料・図表・地図・グラフ等を正しく読み取ることができる。 

・幕藩体制から近代国家，戦争を経て現代へ至る過程を説明できる 

・出てきた重要歴史事象について講座内で話し合いができる。 

評価方法 
「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに評価する。「主

体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，振り返りシート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：『詳説 日本史 日本史探究』（山川出版社）  

副教材：『図説日本史通覧』（帝国書院） 『日本史重要語句 Check List2024』（啓隆社） 

    『WIN STEP 日本史探究』（Learn-S）『ウイニングコンパス 2025』（とうほう） 

●授業進度表 
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授業科目 世界史探究 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース 3 学年 特進 単位数 4 

授業内容 

近世から現代までの諸地域の通史を中心に扱う。 

世界史へのまなざし 

第Ⅲ部 諸地域の結合・変容 

第 12章 産業革命と環大西洋革命 

第 13章 イギリスの優位と欧米国民国家の形成 

第 14章 アジア諸地域の動揺 

第 15章 帝国主義とアジアの民族運動 

 第 16章 第一次世界大戦と世界の変容 

第 17章 第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成 

第Ⅳ部 地球世界の課題 

 第 18章 冷戦と第三世界の台頭 

 第 19章 冷戦の終結と今日の世界 

到達目標 

・教科書や資料集を使って，必要な情報を的確に読み取ることができる。 

・近世から現代にかけての歴史の理解に関して必要な重要語句などの知識を獲得し，諸

地域同士のつながりについても理解する。 

・近代国家の成り立ちなどの各地域を学習する中で，各地域の政治や出来事について理

解している。 

・教科書や用語集に掲載されている重要語句について説明することができる。 

・与えられた史料から情報を正確に読み取り，論理的な判断ができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをもとに評

価する。「主体的に取り組む態度」については，振り返りシート，小テスト等をもとに

評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書：『詳説世界史探究』（山川） 

副教材：『アカデミア世界史』（浜島） 

『世界史用語集』（山川）  

『世界史重要語句 Check List』（啓隆社） 

『ウィニングコンパス 世界史の整理と演習』（とうほう） 

『大学入学共通テスト対応 30 テーマ世界史問題集』（山川） 

『大学入学共通テスト歴史総合，世界史探究トレーニング問題集』（山川） 

その他 
 

●授業進度表 
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3年生特進 世界探究 夏休み 冬休み

2
学
期
期
末
試
験

2
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

第Ⅲ部

第Ⅳ部

1
学
期
中
間
試
験

項目単元
５月 ６月 １月４月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

科目学年・コース

 

世界 

史 

探究 



授業科目 政治経済 2025年度 

地歴公民科シラバス 学年・コース ３学年 特進（文系） 単位数 ３ 

授業内容 

第 1編 第１章 現代日本の政治・経済（第３節から） 

    第２章 現代日本の諸課題の探究 

第２編 第１章 現代の国際政治・経済 

    第２章 国際社会の諸課題の探究 

問題演習・公共分野の復習 

到達目標 

・資本主義や市場経済の特質を理解し，政府の経済政策について見解を述べるこ

とができる。 

・国際経済の本質や問題点について歴史を通じて理解し，現代のグローバル経済

の問題に対する企業・政府・国際社会のあり方について議論することができる 

・戦後から現代に続く日本社会の問題とそれに対する対策の歴史を通じて，現代

の日本が抱える諸課題の解決について考えることができる。 

・統計資料などから問題点とその背景を読み取ることができる。 

・現代社会の課題を解決するため，対話を通じて合意を形成することができる。 

評価方法 

「知識・技能」（40％），「思考・判断・表現」（30％）については定期テストをも

とに評価する。「主体的に取り組む態度」については，提出物，小テスト，プレ

ゼン発表，レポート等をもとに評価をする。（30％） 

使用教材 

教科書 『高等学校 政治・経済』（第一学習社） 

副教材 『政治・経済資料 2025』（とうほう） 

    『用語集 政治・経済』（清水書院） 

  『2026実践攻略 公共 政治・経済 大学入学共通テスト問題集』（実教出版） 

●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

第３節　市場経済の機能と限界

第４節　持続可能な財政および租税のあり方

第５節　金融を通した経済活動の活性化

第６節　経済活動と福祉の向上

第３節　相互依存関係が深まる国際経済の特質

第４節　国際経済において求められる日本の役割

問題演習

第２編

１１月
学年・コース 科目 単元 項目

４月 ５月 ２月 ３月

３年特進
政治
経済

1
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

夏休み

６月 ７月

2
学
期
中
間
試
験

2
学
期
期
末
試
験

冬休み

第１編

１２月 １月８月 ９月 １０月

 



授業科目 数学Ⅱ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 特進 文系 単位数 ２ 

授業内容 

【共通テスト対策】 

・共通テスト対策の演習を中心に，数学ⅠAⅡBCの内容を単元別に復習する。 

 

・共通テストでは，長文傾向にあり，数学的な文章を読み解く力もポイントとな

る。また，ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な意味を問う

ような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の暗記のみにと

どまらず，しっかり理解させた上で，定着を図る。 

 

・2 学期には時間配分なども考えさせ，試験本番を意識したテスト形式の演習を

行い，共通テストに備える。 

 

 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢＣ（ベクトルまで）の基礎学力の定着を図るとともに，積極的に深

く考え抜く姿勢を育てる。それにより，共通テストに対応できる力をつける。 

評価方法 

定期試験・課題提出状況・授業態度などを総合的に判断し評価する。 

使用教材 

文系の数学 重要事項完全習得編 

ラーンズ基礎徹底演習 

ラーンズ重要問題演習 

ラーンズ実力完成直前演習 

その他 

 

 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

数学Ⅰ データの分析
三角関数

指数関数と対数関数
微分法と積分法

数学B 統計的な推測
平面上のベクトル ベクトルとその演算

ベクトルと平面図形
空間のベクトル

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

夏休み

１
学
期
期
末
試
験

数学Ⅱ

数学C

３年

特進

文系

１
学
期
中
間
試
験

学
年
末
試
験

冬休み

２
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験  



授業科目 数学Ⅲ 2025年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 特進 単位数 ３ 

授業内容 

第２章 極限 

数列の極限について理解し、簡単な数列の極限を求める。無限級数の収束・発散に
ついて理解し、無限等比級数などの簡単な無限級数の和を求め、それらを事象の考察
に活用する。関数値の極限について理解し、それを事象の考察に活用する。 

 

第３章 微分法 

関数の積及び商の導関数について理解し、関数の和・差・積及び商の導関数を求め
る。合成関数の導関数について理解し、合成関数の導関数を求める。三角関数・指数
関数・対数関数など、色々な関数について導関数を求める。 

 

第４章 微分法とその応用 

導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の方程式を求めたり、色々な関数の値の増減、
極大・極小、グラフの凹凸などを調べたり、グラフの概形をかいたりする。 

 

第５章 積分法とその応用 

不定積分の基本的な性質について理解を深め、それらを用いて不定積分を求める。

置換積分法及び部分積分法について理解し、簡単な場合についてそれらを用いて不定

積分を求める。定積分についても同様に、基本的な性質の理解を深めたり、置換積分

法及び部分積分法を用いて定積分を求めたりする。 
いろいろな曲線で囲まれた図形の面積や立体の体積及び曲線の長さなどを定積分を
利用して求める。 

 

到達目標 

上記の内容を理解し，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理す

る能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 

評価方法 

定期考査，実力テスト，授業中の小テストなどで到達度を問う。また，課題提出，授

業への取り組みなども考慮し総合的に評価する。 

 

使用教材 

教科書：『高等学校 数学Ⅲ』（数研出版） 

副教材：『4プロセス数学Ⅲ』（数研出版） 

   『数学Ⅲ 重要事項完全習得編』（河合塾） 

 

その他  

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

数列の極限

関数の極限

関数

導関数

いろいろな関数の導関数

導関数の応用

いろいろな応用

不定積分

定積分

積分法の応用

数ⅢC 数ⅢC総合問題演習

１月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

数学Ⅲ

３年

特進

理系

極限

１０月 １１月 １２月

１
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

微分法の応用

積分法とその応用

微分法 学
年
末
試
験

冬休み

２
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

夏休み

 



授業科目 数学Ｂ ２０２５年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 特進理系 単位数 ２ 

授業内容 

【数学 C平面ベクトルの復習と演習，空間ベクトル】 

 平面上のベクトルという概念，加法，逆ベクトル，実数倍，内積，位置ベクトル，
ベクトル方程式を学び，図形もベクトルを用いて考察する。平面上のベクトルの性質
が空間でも同じように使えるということを学ぶ。 

 

【入試対策】 

・共通テスト・私立大学入試対策として，数学ⅠＡⅡＢＣの内容を復習しつつ、

入試問題に取り組む。 

・共通テストでは、ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な意

味を問うような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の暗記

のみにとどまらず，本質をしっかり理解させた上で，定着を図る。 

 

・本番を意識して，解答に到る過程を論理的かつ速やかに表現する演習をする。 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢＣの基礎学力の定着を図るとともに，入試問題に，積極的に粘り強

く考え抜く態度を育てる。そして，筆記試験等に対応できる応用力や表現する力

をつける。 

評価方法 

定期試験・課題提出状況・授業態度などを総合的に判断し評価する。 

使用教材 

ラーンズ 重要問題演習 

ラーンズ 実力完成 直前演習 

文系の数学 実戦力向上編 

プリント教材 

その他 

 数学 Bの授業は，平面ベクトルの復習・演習，空間のベクトルの学習から進め

る。ベクトル終了後は共通テスト対策をする。 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

集合と論理

２次関数

データの分析

数学A 数学と人間の活動

数学Ⅱ 微分法と積分法

数列

統計的な推測

ベクトルとその演算
ベクトルと平面図形

空間のベクトル

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

夏休み

１
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

３年

特進

理系

平面上のベクトル
数学C

数学B

数学Ⅰ

学
年
末
試
験

冬休み

２
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 数学Ｃ 2024年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 特進 文系 単位数 ２ 

授業内容 

数学Ｃ 第１章 平面上のベクトル 

 平面上のベクトルという概念，加法，逆ベクトル，実数倍，内積，位置ベクト

ル，ベクトル方程式を学び，図形もベクトルを用いて考察する。 

数学Ｃ 第２章 空間のベクトル 

 平面上のベクトルの性質が空間でも同じように使えるということを学ぶ。 

 

【共通テスト対策】 

・共通テスト対策の演習を中心に，数学ⅡBの内容を単元別に復習する。 

 

・共通テストでは，長文傾向にあり，数学的な文章を読み解く力もポイントとな 

る。また，ただ定義通り計算させるだけでなく，定義自体の本質的な意味を問 

うような問題が増加傾向にある。これらに対応するため，基礎知識の暗記のみ 

にとどまらず，しっかり理解させた上で，定着を図る。 

・2学期には時間配分なども考えさせ，試験本番を意識したテスト形式の演習を 

行い，共通テストに備える。 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢの基礎学力の定着を図るとともに，積極的に深く考え抜く姿勢を育

てる。それにより，共通テストに対応できる力をつける。 

評価方法 

定期試験・課題提出状況・授業態度などを総合的に判断し評価する。 

使用教材 

教科書：「ＮＥＸＴ 数学 C」（数研出版） 

副教材：「ＣＯＮＮＥＣＴ 数学 C」 

「大学入試全レベル問題集 数学Ⅰ＋Ａ＋Ⅱ＋Ｂ①基礎レベル」（旺文社） 

共通テスト対策 基礎徹底演習 

共通テスト対策 重要問題演習 

共通テスト対策 直前演習 等 

その他 

 

科目 単元 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

三角関数
図形と方程式

指数関数と対数関数
微分法と積分法

数列
統計的な推測
平面上のベクトル
空間のベクトル
三角関数

図形と方程式
指数関数と対数関数
微分法と積分法

数列
統計的な推測
平面上のベクトル
空間のベクトル

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

共通テスト
対策

数学Ⅱ

数学B

数学C

記述対策

数学Ⅱ

数学B

数学C

第
１
回
全
統
記
述

第
２
回
全
統
記
述

第
３
回
全
統
記
述

６
月
ベ
ネ
記
述

全単元を
復習＆演習

共通テスト対策を中心に
志望校に合わせた演習

第
１
回
全
統
共
通

６
月
ベ
ネ
共
通

第
２
回
全
統
共
通

第
３
回
全
統
共
通

全
統
プ
レ

 



授業科目 数学 C 2024年度 

数学科シラバス 学年・コース ３学年 特進 単位数 ３ 

授業内容 

数学 C 第３章 複素数平面 

 複素数平面と複素数の極形式，複素数の実数倍，和，差，積及び商の図形的な意味

を理解し，それらを事象の考察に活用することを学ぶ。 

 

数学 C 第４章 式と曲線 

2次曲線の方程式を導くことから基本的性質を学び、平行移動や接線について学ぶ。

また、曲線が媒介変数表示や極座標表示など様々な式で表されることを学ぶ。 

 

数学Ⅲ 第４章 微分法の応用 

 接線・法線の方程式を求めることができる。様々な関数の増減、極値、グラフの凹

凸を調べグラフの概形をかく。それらを事象の考察に活用する。 

 

数学Ⅲ 第５章 積分法とその応用 

 積分の基本的な性質を理解し、様々な関数の不定積分を計算できる。置換積分・部

分積分法を学ぶ。定積分の基本的性質を学び、面積や体積を求めるときに活用する。 

 

到達目標 

上記の内容を理解し，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理

する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

 

評価方法 

定期考査，実力テスト，授業中の小テストなどで到達度を問う。また，課題提出，

授業への取り組みなども考慮し総合的に評価する。 

 

使用教材 

教科書：『NEXT 数学Ⅲ』（数研出版），『NEXT 数学 C』（数研出版） 

副教材：『CONNECT数学Ⅲ+C』（数研出版） 

   『数学Ⅲ 重要事項完全習得編』（河合塾） 

 

その他 

 数学 Cの授業は，全統記述の範囲に合わせて数学Ⅲと合わせて柔軟に進める。

まずは，複素数平面の学習から進める。複素数平面終了後は数Ⅲと合わせて週６

単位で数Ⅲの微積分を進める。数Ⅲの微積終了後，式と曲線の学習を進め，数Ⅲ

C総合問題の演習につなげる。 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

複素数平面

２次曲線

媒介変数表示と極座標

いろいろな応用(Ⅲ微分)

不定積分

定積分

積分法の応用(Ⅲ積分)

数ⅢC 数ⅢC総合問題演習

１月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

式と曲線

数Ⅲの微積分

３年

特進

理系

学
年
末
試
験

冬休み

２
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

夏休み

１
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

数学C

 

 



授業科目 物理 令和 7年度 

理科シラバス 履修学年・ｺｰｽ ３ 学年 特進コース 単位数 ４ 

授業内容 

１ 波 

・光の反射，屈折，分散，速さ，干渉，回折，などについて観察，実験を活用し

ながら通学ぶことで，光の波動性について理解する。 

２ 電気と磁気 

 ・静電気の現象について理解を深め､万有引力のところで学んだ「場」の考え方

を電界･電位についても扱うことができるようにする。 

 ・キルヒホッフの法則を重点的に扱い，複雑な電流回路についても考察できる 

ようにする。 

・磁気の現象･性質について学習し､静電気で学んだ電界や電気力線などと類似し

ていることに気付くことで電磁気現象への視野を広げる。 

・右ねじの法則,フレミングの法則など電流と磁場の関係について重点的に扱

う。 

３ 原子 

・電子と光については，光の粒子性，物質波について重点的に扱う。 

・原子と原子核では，放射線とその性質について重点的に学習し，核エネルギー

と科学的に向き合い，日常生活を見つめ直す機会をつくる。 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもった

人物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・電子の運動論，ローレンツ力から微視的な世界と巨視的な世界を関連づけること

ができるようにする。 

・電磁気･原子という視点から日常に生起する諸現象を眺めることによって視野を

広め，物理現象の理解を深めること。 

・大学共通テスト，二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物か

ら総合的に判断して評価する。 

使用教材 
教科書：物理（数研出版）  

副教材：セミナー物理＋物理基礎（第一学習社）  

●授業進度表 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

波の伝わり方

音の伝わり方

光

電場

電流

電流と磁場

電磁誘導と電磁は

電子と光

原子と原子核

演習 物理・物理基礎

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

3年
探究コー

ス
物理

波

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

電気と磁気

原子

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験



授業科目 化学 令和７年度 

理科シラバス 学年・コース ３学年 特進コース 単位数 ４ 

授業内容 

第４編 無機物質 

 無機物質の性質や反応を観察、実験などを通して探究し、元素の性質が周期

表に基づいて整理できることを理解させるとともに、それらを日常生活や社会

と関連付けて考察できるようにする。 

第５編 有機化合物 

 有機化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，有機化合物の分

類と特徴を理解するとともに，それらを日常生活や社会と関連付けて考察す

る。 

第６編 高分子化合物 

高分子化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，合成高分子化合

物と天然高分子化合物の特徴を理解するとともに，それらを日常生活や社会と

関連付けて考察する。  

 

到達目標 

・ 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，化学

の基本的な概念や原理・法則を理解させ科学的な見方や考え方を養う。 

・ 観察・実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

・ 大学入学共通テストおよび大学の二次試験等の問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験，小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験，授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動，振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学 Vol.2  東京書籍 

フォトサイエンス 化学図録 数研出版 

ニューグローバル 化学 東京書籍 

2024 実戦化学重要問題集 化学基礎・化学 数研出版 

大学入学共通テスト対策 チェック＆演習 化学 化学基礎 

 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 中 中 中 下 上 中 下 上 中 下

非金属元素の単体と化合物

金属元素の単体と化合物

遷移元素

炭化水素

酸素を含む化合物

芳香族化合物

天然高分子化合物

合成高分子化合物

問題演習

無機物質

有機化合物

高分子化合物

3年特進
理系

化
学

２月 ３月

１
学

期
中
間
試

験

１
学

期
期
末
試

験

２
学

期
中
間
試

験

２
学

期
期
末
試

験

４月 ５月 ６月 ７月 １月８月 ９月 １０月 １１月 １２月



授業科目 生物 令和 7年度 

理科シラバス 学年・コース ３学年 特進・理系 単位数 ４ 

授業内容 

第 4編 生物の環境応答 

環境の変化に生物が反応していることについて探究し，生物個体が外界の変化を感

知し，それに反応する仕組みを理解する。 

第 5編 生態と環境 

生物の個体群と群集および生態系について探究し，それらの構造や変化の仕組み

を理解し，生態系のバランスや生物多様性の重要性について認識する。 

到達目標 

理科の目標 

・日常の様々な事象を科学的観点から見つめる事ができる、豊かな自然観をもった人

物を育てる。 

・科学的なリテラシーをもった、自然科学が好きな人物を育てる。 

学習の目標 

・生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，

生物学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，生物学の基本的な概念や原

理･法則の理解を深め，科学的な自然観を養う。 

・大学入学共通テストに止まらず大学の二次試験問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

教科書 生物 数研出版 

副教材 リードα生物（数研出版） スクエア最新図説生物（第一学習社） 

     チェック＆演習 生物（数研出版） 

 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

生物の進化①

生物の進化②

生物の進化③

細胞と分子

代謝

遺伝情報の発現と発生①

遺伝情報の発現と発生②

遺伝情報の発現と発生③

動物の反応と行動

植物の環境応答

生態と環境 生物群集と生態系

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

冬休み

学
年
末
試
験

生物の進化

生命現象と物質

遺伝情報の発現と
発生

生物の環境応答

3年
特進

理系

生物

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

夏休み

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

 



授業科目 総合理科 令和 7年度 

理科シラバス 学年・コース 3学年 特進・文系 単位数 ２ 

授業内容 

化学基礎 

第１編 物質の構成 

原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解させる。また、物質の性質については

化学結合との関係を理解させ、物質について微視的な見方ができるようにする。 

第２編 物質の変化 

物質量を学習した後、化学反応の量的関係，酸と塩基の反応及び酸化還元反応から

化学反応に関する基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを日常生活や社

会と関連付けて考察できるようにする。 

生物基礎 

第１部 生物の特徴 

生物の多様性と共通性の視点を身につけ，生物の体を構成する共通の基本単位であ

る細胞の構造と働きを学び，生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解する。 

第２部 遺伝子とその働き 

生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及び DNA の構造

と機能の概要を理解する。 

第３部 生物の体内環境の維持 

生物の体内環境の維持について観察，実験などを通して探究し，生物には体内環境

を維持する仕組みがあることを理解させ，体内環境の維持と健康との関係について認

識する。 

第４部 生物の多様性と生態系 

生物の多様性と生態系について観察，実験などを通して探究し，生態系の成り立ちを

理解し，その保全の重要性について認識する。 

探究活動 

観察・実験問題を通して，科学的に思考・探究する力を養う。 

到達目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、化学と生物の基

本的な概念や原理・法則の理解から科学的な見方や考え方の資質・能力を向上させ，

自律した学修者を目指す。 

・大学入学共通テストおよび私立大学の入試問題を解く力をつけること。 

評価方法 

知識・技能（35点）…定期試験、小テスト 

思考力・判断力・表現力（35点）…定期試験、授業内活動 

主体的に学習に取り組む姿勢（30点）…授業内活動、振り返りシート等の提出物 

から総合的に判断して評価する。 

使用教材 

化学基礎(東京書籍) 生物基礎(数研出版)  

ニューグローバル化学基礎(東京書籍)  リードα生物基礎(数研出版) 

チェック＆演習 化学基礎(数研出版)  共テ実践対策問題集生物基礎(数研出版) 

 

 



●授業進度表 

 

 

学年・コース 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

物質の探究

原子の構造と周期表

化学結合

物質量と化学反応式

酸と塩基

酸化還元反応

生物の特徴

遺伝子とそのはたらき

生物の体内環境の維持 生物の体内環境

植生の多様性と分布

生態系とその保全
生物の多様性と生態系

探究活動・観察実験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

物質の
変化

生
物
基
礎

生物と遺伝子 ２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

3年探究
総合理科

化
学
基
礎

物質
の構成

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月



 体育 ２０２５年度 

シラバス 履修 類・学年 全コース ３年男女 単位 ３ 

授業内容 

・集団行動 

 クラスや講座の集団の一員であることを意識して行動させ、体育の授業に取り組む

姿勢をつくる。集団の中で秩序ある行動を身につける。 

・体つくり運動 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめる。その結果をよく分析して、不足している能

力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬して、健康で

充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

・選択：サッカー、ソフトボール、ソフトテニス、バドミントン、バレーボール、 

バスケットボール、卓球、ウエイト、エクササイズ 

 自己の関心、能力等に基づいて運動や課題を選択し、運動の行い方を工夫してゲー

ムをする。集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的

技能を身につけ、技術を上達させる。 

・陸上 

歩く、走、跳、投の人間の基礎的・基本的運動を身につける。体力や運動能力をそれ

ぞれの種目で十分に生かすためには、合理的な運動の技術を身につける。 

・体育理論 

合理的な動きを理解し、練習によって身につけることや、必要な体力をトレーニングに

よって向上させることで、運動やスポーツを生涯にわたって継続していくための基礎を

学習する。 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 知識・技能（４割）  思考・判断・表現（３割）  主体的に取り組む態度（３割） 

使用教材 アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他  

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

姿勢、方向転換

集合、整とん、隊形、解散

体ほぐしの運動

体力を高める運動

運動・スポーツの発祥と発展

体育理論 運動・スポーツの学び方

豊かなスポーツライフの設計

３年男女

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

体育

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

集団行動

体つくり
運動

選択種目

サッカー、ソフトボール、ソ
フトテニス、バドミントン、バ

レーボール、
バスケットボール、卓球

 

 



授業科目 英語コミュニケーションⅢ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース ３学年 特進コース 単位数 ４単位 

授業内容 

教科書に基づき、さまざまな種類の英文を読み、英語を通じて、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを的確に理

解し、自らの考えを適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。「読む」「聞く」「対話

する」「発表する」の４技能を有機的に関連付けて学習活動を行う。 

１）教科書に基づく内容理解 

２）共通テスト演習 

３）その他にもアプリなどの ICT ツールを用いた教育活動にも挑戦する。 

到達目標 

「読む」「対話する」「聞く」「発表する」の４技能について学年末までに次のことが

できるようになることを目指す。 

１）事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や

要点をとらえたりすることができる。         

２）説明や物語などを読んで、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

ることができる。また、聞き手に伝わるように音読することができる。 

３）聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考え

などについて、話し合ったり意見の交換をすることができる。 

４）身近な出来事や自分の考えを，簡単な英文で読み手に伝わるように話すことが

できる。 

評価方法 

評価の観点（①知識・技能 3３%②思考・判断・表現 3３%③主体的に学習に取り

組む態度 3３%） 

・定期テストには教科書で用いた内容や共通演習に従いった内容を出題する。また、

リスニングテストを実施し、知識や技能を評価する。  

・授業参加や発表の回数、グループワークや振り返りシート等によって、表現力や

主体性、協働性、学習に向かう姿勢を評価する。 

・週末等に課される課題等を提出物として評価対象とする。 

・その他提出物、小テストや教科書の暗唱なども評価対象とする。 

使用教材 

・FLEX English Communication Ⅲ【増進堂】 
・FLEX English Communication Ⅲ Workbook 【増進堂】 
・ターゲット１９００【旺文社】 
・総合英語 be 4th Edition【いいずな書店】 
・共通テスト演習問題集（リーディング、リスニング） 

その他 
定期試験にはリスニング問題が課せられる。 

定期試験は１００分とする。 

 

 
学年・コース 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson1 Potencial Uses of Opticalillusions

Lesson2 Expanding World Populations

Lesson3 What Makes a Hit Song

Lesson4 Visas for Life

Lesson5 How Have Butterflies Survived?

Lesson6 Mr.Price Meets Jakuchu

Lesson7 Sustainable Lifestyle of the Edo Period

共通テスト演習

２月５月

3年
特進

４月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月６月 ７月



授業科目 論理表現Ⅱ 令和７年度 

英語科シラバス 学年・コース 3 学年 特進コース 単位数 2 単位 

授業内容 

➀ 教科書、ワークの文法事項ベースにして、正確な英文解釈能力を身につける。 

② 授業で扱った事項は、復習の手引き（プリント）でセルフチェックできるように

する。 

③ 授業内での既習の単語テスト、表現テスト、Dictation なども適宜実施する。 

④ 読解のための英文法という観点で文法事項を扱うが、作文やスピーキングで使

える表現も適宜紹介し、英語の総合力を高めていく。 

 

到達目標 

言語や文化に対する理解を深め，コミュニケーションを図ろうとする態度を養うと

ともに，論理的な思考力を養い，論理の展開や表現の方法を工夫し，伝える能力を

養う。又、そのための文法事項の定着も目指す。 

評価方法 

評価の観点（①知識・技能 3３%②思考・判断・表現 3３%③主体的に学習に取り

組む態度 3３%）  

・定期考査では文法問題、読解問題に加え、英作文、その他初見の問題も実施する。 

・週末・長期休暇などに課される課題などの提出物を評価する。 

・単語テストなども評価の対象とする。 

・その他主体的な取り組みを評価する。（授業プリント、復習の手引きなど） 

使用教材 

・be English Expression Ⅱ (いいずな書店) 

・be English Expression Ⅱ ワークブック (いいずな書店) 

・be 総合英語 ３th Edition (いいずな書店) 

・英文法・語法 Vintage 3rd Edition (いいずな書店) 

・Drive (Vintage 3rd Edition 準拠) 

・Smart Reader Approach (いいずな書店) 

・プリント（適宜配布） 

その他 
文系選択者は選択科目で１単位プラスして演習の授業がある。 

評価は参考点として論理表現の中に入れる。 
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授業科目 情報Ⅰ 令和 7 年度 

情報科シラバス 学年・コース 3 学年 特進コース 単位数 1 

授業内容 

共通テスト受験を見据え、1 年次に学習した内容から特に重要だと判断した内容につい

て、実習や問題演習を交え学習内容の深化と定着を図る。 

 

2. コミュニケーションと情報デザイン 

 メディアとコミュニケーション 

 情報のデジタル化 

3. コンピュータとプログラミング 

 コンピュータのしくみ 

 アルゴリズムとプログラム 

 モデル化とシミュレーション 

4. 情報通信ネットワークとデータの活用 

 情報通信ネットワークのしくみ 

 情報システムとデータベース 

 データの活用 

到達目標 

1. 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用し、必要な情報を主体的に収集・判断・

処理・表現・創造し、受け手の状況をふまえて発信・伝達できる。 

2. 情報手段の特性を理解と、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や

方法が理解できる。 

3. 情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報モラルの必

要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画する態度を

養う。 

評価方法 

3 つの観点「知識・技能」（４０％）、「思考・判断・表現」（３０％）、「主体的に学習に取り組む

態度」（３０％）をもとに、各学期の定期試験、実技課題、提出物や授業に取り組む姿勢等

を総合的に判断して評価する 

使用教材 
教科書 『 情報Ⅰ 』 日本文教出版 

副教材 進研 WINSTEP 情報Ⅰ、実教 実践攻略情報Ⅰ 

その他 Google Classroom を活用し実習を適宜行う。 

●授業進度表 
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入試問題演習


